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除
染
関
係

　

10
月
末
現
在
、
除
染
同
意
を
い
た

だ
い
た
分
の
進
捗
率
は
、
宅
地
１
０

０
％
、
農
地
99
％
、
森
林
99
．７
％
、

道
路
95
％
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
、
全
て
年
度
内
完
了
の
見
込
み

で
す
。

　

ま
た
、農
地
の
地
力
回
復
工
事
は
、

国
か
ら
は
、
一
部
の
農
地
除
染
の
遅

れ
で
来
年
度
工
事
に
繰
り
越
し
を
す

る
と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

片
付
け
ご
み
回
収

　

屋
内
ご
み
及
び
農
林
系
可
燃
物
、

廃
家
電
、
長
尺
物
に
つ
い
て
は
、
５

月
上
旬
か
ら
回
収
が
開
始
さ
れ
、
年

末
ま
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
全
世
帯
を
対
象

に
来
年
度
の
ご
み
回
収
の
意
向
調
査

を
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
避
難
指

示
解
除
後
も
国
に
よ
る
ご
み
回
収
が

継
続
し
て
も
ら
え
る
よ
う
要
望
し
て

い
ま
す
。

　

蕨
平
仮
設
焼
却
炉
で
は
、
破
砕
機

な
ど
の
前
処
理
設
備
改
修
・
試
験
運

転
を
実
施
し
、
10
月
か
ら
計
画
通
り

焼
却
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
き
こ
り
」
全
面
再
開
に
向
け
て

　

施
工
業
者
と
11
月
１
日
付
け
で
本

契
約
を
し
、
来
年
４
月
か
ら
、
き
こ

り
の
営
業
が
全
面
再
開
（
食
事
提
供

を
除
く
）
で
き
る
よ
う
、
工
事
を
進

め
て
い
ま
す
。

昇
口
舗
装
の
進
捗
状
況

　

当
初
要
望
件
数
５
１
５
件
の
う
ち

今
年
度
ま
で
に
、
３
１
４
件
が
完
了

見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
残
り
２

０
１
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
度

に
実
施
す
る
計
画
で
し
た
が
、
11
月

14
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
追
加
要

望
を
受
け
付
け
た
結
果
、
約
１
１
０

件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
平
成
29
年

度
以
降
約
３
１
１
件
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

村
営
住
宅
関
係

　

大
谷
地
団
地
災
害
公
営
住
宅
は
、

現
在
２
期
工
事
８
戸
の
工
事
を
実

施
。
桶
地
内
住
宅
、
深
谷
復
興
拠
点

住
宅
に
つ
い
て
は
、
現
在
設
計
を
進

め
て
い
ま
す
。既
存
の
住
宅
修
繕
は
、

全
体
計
画
51
戸
の
う
ち
、　

昨
年
度

は
８
戸
の
整
備
を
完
了
し
て
い
ま

す
。
現
在
は
42
戸
の
修
繕
工
事
を
実

施
中
で
、
今
年
度
完
了
予
定
で
す
。

被
災
家
屋
解
体
の
進
捗
状
況

　

全
体
要
望
１
，０
９
７
件
の
う
ち
、

平
成
27
年
度
ま
で
95
件
が
完
了
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
の
家
屋
解
体
発
注

件
数
は
５
４
５
件
で
、
現
在
の
進
捗

状
況
は
、
完
了
３
４
１
件
、
実
施
中

61
件
で
、
進
捗
率
63
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
追
加
受
付
の
要
望
が
多
か

っ
た
た
め
11
月
14
日
か
ら
11
月
25
日

に
か
け
て
新
規
の
追
加
申
請
を
受
け

付
け
し
、
追
加
申
請
の
受
付
件
数
は

約
２
０
０
件
と
な
り
ま
し
た
。
未
着

手
４
５
７
件
を
含
め
る
と
、
平
成
29

年
度
以
降
の
予
定
件
数
は
、
約
６
５

７
件
と
な
り
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
」
４
番
歌
詞

　

中
学
校
の
国
語
科
の
学
習
の
一
環

と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の
イ
メ
ー
ジ
や

村
へ
の
思
い
を
生
徒
一
人
ひ
と
り
が

持
ち
寄
り
、
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
の

４
番
の
歌
詞
と
し
て
ま
と
め
ま
し

た
。
歌
詞
は
村
制
施
行
60
周
年
記
念

事
業
の
中
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
、
飯
舘
中
生
代
表
と
お
母
さ
ん

コ
ー
ラ
ス
の
皆
さ
ん
に
協
力
い
た
だ

き
、
会
場
全
体
が
大
き
な
感
動
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

第
33
回
い
い
た
て
村
文
化
祭

　

10
月
29
・
30
日
に
は
、
第
33
回
い

い
た
て
村
文
化
祭
を
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ふ
れ
愛
館
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
文
化
祭
は
被
災
後
、
村
内
で

初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
当

日
は
、
８
０
０
点
を
超
え
る
作
品
展

示
と
、
村
内
外
の
各
種
団
体
に
よ
る

舞
台
発
表
が
あ
り
、
９
０
０
名
を
超

え
る
村
民
が
来
場
し
ま
し
た
。
作
品

や
舞
台
を
観
覧
し
た
り
、
村
内
で
の

再
会
を
喜
び
合
っ
た
り
す
る
姿
が
見

ら
れ
、
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
村
内

で
や
る
の
は
い
い
な
」
と
の
声
を
沢

山
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
28
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

　

11
月
20
日
、
第
28
回
ふ
く
し
ま
駅

伝
が
開
催
さ
れ
、
村
は
全
区
間
に
出

場
し
、
完
走
。
今
年
も
飯
舘
中
学
校

の
協
力
に
よ
り
、
16
区
間
中
７
区
間

で
中
学
生
が
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し

た
。
結
果
は
、
昨
年
と
同
じ
50
位
、

昨
年
よ
り
も
タ
イ
ム
を
約
１
分
縮
め

ま
し
た
。
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で
く
れ

た
選
手
の
姿
は
、
多
く
の
村
民
に
希

望
と
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

門馬副村長が再任 ４年の任期スタート
　11月25日の村議会臨時会において、門馬伸市氏（八木沢・芦原）を副村長に選任する
人事案件が提出され、議会の同意がされました。任期は、12月１日からの４年間です。

新たな村づくりを目指して
　このたび、議会のご同意をいただき再度副村長の重責を担うこととなり
ました。
　３期目となりますが、村政執行にあたっては常に初心を忘れることなく、
また自己研鑚に努め、復興・再生はもとより村民の暮らしや福祉向上、そ
して限りない村政進展のため、誠心誠意努めさせていただく覚悟です。
　さて、過去８年を振り返ってみますと、村民の皆様には長引く避難生活を
強い、また将来に対する不安を与え、村の責任者の一人として大変申し訳なく思っております。
一方、この間村民の皆様の避難への対応や除染、賠償、健康づくり、教育、復興計画等々、困難
な課題に職員ともども懸命に取り組んでまいりました。十分とは言えないかもしれませんが、間
違いなく前進してきたものと考えております。
　また、原発事故による全村避難から現在に至るまで、全国の多くの皆様から物心両面にわたる
心温まるご支援をいただき、どれほど元気と勇気を与えていただいたか計り知れません。この寄
せられました尊いご恩に報いるためにも、一日も早く復興させなければ、との思いを日々強くし
ているところです。
　今年の３月末には「帰還困難区域」を除き、避難指示が解除されます。解除されたからと言って、
すぐに元の村に戻るわけではありません。むしろここからが復興のスタートになるものと思いま
す。また、今後人口減少に伴う超高齢化をはじめ地域のコミュニティのありかた、医療・介護、防犯、
産業振興、学校等再開など、当面する課題も多く、前途は極めて厳しいものが想定されます。
　厳しい時だからこそ、村民一人ひとりの力を結集し、創意工夫を凝らし、小さくとも光り輝く

「新たな村づくり」を目指し、共にチャレンジしようではありませんか。

住 民 意 向 調 査 へ の 協 力 の お 願 い
～  復興へあなたの声を聞かせてください  ～

　村は国及び県と共同で、村民の皆さんの帰村などの意向を把握するため、今年度も住民意向調

査を行います。

　村民の皆さんからいただいた回答をもとに、今後村が進めていく復興に向けた取り組みを推進し

てまいります。調査票は、１月４日㈬に送付予定となっておりますので、ご協力をお願いします。

問 総務課企画係（本庁 ☎０２４４－４２－１６１３）

副村長
門馬伸市


